
○コブシ（辛夷）
●特徴︓花の下に葉が一枚
●花の大きさ︓６～10cm
3月末～４ごろに白い花がさき、
花の下に小さな葉が一枚ずつ付
いています。都内の丘陵地にふ
つうにありますが、小宮公園につうにありますが、小宮公園に
は大木があります。

モクレン科

4～5月に黄色っぽい花を咲かせ
ます。雌花は葉の根元につき、
雄花はひものように集まります。
多摩部の林を代表する木で、公
園にも多いです。

4～5月にコナラとよくにた花を
さかせます。葉に針のような細
いギザギザがあります。コナラ
と同じように、多摩部を代表す
る木です。



多摩部の公園で見られる春の樹の花

マンサク科

●トサミズキ（土佐水木）
●特徴︓おしべが赤色
●花の大きさ︓約1cm
3～4月に7～8個の黄色い花が
下向きにさきます。自然では高下向きにさきます。自然では高
知県（昔の土佐）に生え、関東
では公園によく植えられていま
す。
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キブシ科 モクレン科

●レンギョウ（蓮翹）
●特徴︓花はラッパがた
●花の大きさ︓2～3cm
3～4月に黄色い花が、えだいっ3～4月に黄色い花が、えだいっ
ぱいにさきます。中国から入っ
て来た花で、色いろな場所で育
つじょうぶなの木ため、公園の
かき根によく使われます。

葉

バラ科

●ヤマブキ（山吹）
●特徴︓葉は先が細くギザギザ
●花の大きさ︓３～４cm
4～5月にこい黄色の花がさき
ます。えだはジグザグにのびて
ドームがたになり、葉はえだの
角につきます。公園のかき根と角につきます。公園のかき根と
してよく植えられています。

花

バラ科

●クサボケ（草木瓜）
●特徴︓花びらが丸い
●花の大きさ︓2～３cm
4～5月にオレンジ色の花がさき
ます。背が低く、みきは根元か
らよく分かれ、トゲがあります。らよく分かれ、トゲがあります。
明るい林に生えますが、公園に
もよく植えられています。

ひく

葉

ミズキ科

●アオキ（青木）
●特徴︓葉はあつくツヤがある
●花の大きさ︓約1cm
3～5月にえだの先に赤むらさき
色の花がさきます。直接日が当
たらない場所に生えるので、う
すぐらい林の下でもよく育ち、すぐらい林の下でもよく育ち、
病気にもなりにくい木です。

ちょくせつ

せ

スイカズラ科

●ウグイスカグラ（鶯神楽）
●特徴︓花はラッパがた
●花の大きさ︓1～2cm
3～5月にうすいピンク色の花が
少し下を向いてさきます。葉は
じくが短く、２枚が向かい合っ
てつきます。日当たりのよい林てつきます。日当たりのよい林
などで見られます。

葉

カエデ科

●イロハモミジ
　　　　　　　　（伊呂波紅葉）
●特徴︓葉は手のひらの形
●花の大きさ︓約6ｍｍ
4～5月にくらい赤色の花が、え4～5月にくらい赤色の花が、え
だの先に10～20個集まってさき
ます。公園では道のそばなどに
植えられます。秋には葉が美し
い赤色になります。

こ

モクレン科

●モクレン（木蓮）
●特徴︓大きな花が上向きにつく
●花の大きさ︓約10cm
3～5月にむらさき色の花が、葉
より先にさきます。花は半分く
らいひらき、よい香りがします。らいひらき、よい香りがします。
公園や道路のそばによく植えら
れています。

花

マメ科

●フジ（藤）
●特徴︓花は大きなふさになる
●花の大きさ︓1～2cm
4～5月にうすむらさき色の花が4～5月にうすむらさき色の花が
さきます。つる植物で、他の木
に巻きつきながら大きくなりま
す。公園では藤棚で育てられる
ことが多いです。
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ま


